
都道府県名 島根県

 産地パワーアップ計画

（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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メロン
1.007

トマト
1.017

54,418
千円

①現状値
　平成27年ＪＡ販売額
　（1月1日～12月31日）
②目標額
現状値より20％増加した
ＪＡ販売額
※単収と単価を認定農業
者の8割と見込んだ認定
新規就農者実績が加わる
ため、反収と単価は現状
より下がる。
③価格補正後の実績
　平成31年1月1日～令和
元年12月31日までの販売
単価に補正係数及び出荷
量をかけたもの
④達成率
　（③-①）/（②-①）
×100

251.0

　事業を実施し施設規模を拡大した
ことに加え、取組主体の高温時の温
湿度管理徹底などの努力により目標
値を大きく上回る形で、全体目標を
達成した。個々の作物としては、ト
マトにおいて、梅雨明け後の高温が
続き、着果不良を起こすとともに、
草勢が低下した。また、尻腐れも発
生し、10月下旬から11中旬にかけ、
大幅な収量減となった。
　今後は関係機関協力のもと、適切
な営農指導をすることとし、トマ
ト・メロン産地の形成の推進のた
め、取組主体と一体となり、さらな
る生産規模拡大を目指す。

　メロン・トマトの販
売額を148％増加する目
標に対し、面積の拡大
に取り組むことで100％
以上の達成率となって
おり、産地の生産力の
向上が図られている。
 一方で、トマトの作付
面積及び生産量につい
ては、目標までは至ら
なかった。高温対策等
の栽培管理の改善によ
り目標を達成するよ
う、引き続き関係機関
が一体となって適切な
営農指導を行う。

962
千円/10a

①現状値
平成27年度シャインマスカッ
ト販売額

②目標値
令和元年度シャインマスカッ
ト
販売額

③実績値：令和元年度シャイ
ンマスカットJA共販実績より
算出
　
④検証方法：(③-①)/(②-①)
×100％

184.4%

 令和元年度は栽培面積増加、及び、
出荷量の増加、さらに市場単価が高
止まりの傾向もあり、出雲管内では
目標販売高を大幅に超える販売高と
なり、目標を達成した。
　今後も消費者ニーズをつかみ高品
質のシャインマスカットを市場に提
供することで、さらなる販売高増加
が期待される。

　シャインマスカット
の反当りの販売額を
141％増加する目標に対
し、面積の拡大に取り
組むことで、100％以上
の達成率となってお
り、産地の生産力の向
上が図られている。

販売額の
10％以上の
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出雲市農
業再生協
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  出雲市
   出雲
（シャイ
ンマス
カット）

果樹
 (ぶど
う)
(シャイ
ンマス
カット)

施設果樹産地の形成
の推進

販売額の
10％以上の

増加
726千円
/10a

18.8 95.9 1,424 - 854千円
/10a

24.0 160.0 1,281 - 25.4 165.7 1,852 － 1,383 1,736 0.796

－
52,484千円

5.1 49.1 1,070 － 56,204千円 5.5 53.34

出雲市
出雲

（アスパ
ラガス）

アスパラ
ガス
(施設栽
培）

施設野菜産地の形成
の促進

販売額の
10％以上の

増加 40,737千円
3.7 35.8 1,137

産地生産基盤パワーアップ事業

都道府県事業実施状況報告書兼評価報告書（収益性向上対策）

備考
現状

事後評価の検証方法(※定量
的な検証ができること。)

出荷量

整理
番号

地区名
生産コスト

目標 実績

価格
(販売単価)

出荷量

対象作物
地域協議
会名

益田市農
業再生協
議会

1

益田市
飯田・本
俣賀・安

富

メロン・
トマト

メロン・トマト産地
の形成の推進

生産量又は 価格
(販売単価) 生産コスト 年
度

面積面積
取組内容

成果目標

年
度

面積 生産量又は

出雲市農
業再生協
議会

1,209千円
/

10a

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価

事業実施
前年度

価格補正後の実
績

目標年度
出荷量

年
度

生産量又は
補正係数

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

価格
(販売単価) 生産コスト

1,055 － 1,140 1,070 1.065 59,857千円

①現状値：平成27年度　施設
アスパラガス販売額（農協調
べ）

②目標値：令和1年度　施設ア
スパラガス販売額（農協見込
額）
※目標年の平均単価は、過去5
年間の中庸3年で算出。

③実績値：令和1年度　価格補
正後の施設アスパラガス販売
額

④検証方法：(③-①)/(②-①)
×100％

162.8%

　事業実施により栽培面積が増え
たこと、新規栽培者の増加もあ
り、出荷・販売高が増加した。ま
た、令和1年度は、当初販売単価
が低下傾向にあったものの、春
芽、夏芽が順調な出荷であり、さ
らに、契約取引先に対し積極的な
出荷を図ったことも好影響をもた
らしたことで、成果目標を達成し
ている。
　今後もさらなる販売額の増加が
期待できる品目であることから
県、市、JAが協力し産地規模を拡
大させていくことが求められる。

　アスパラガスの販
売額を129％増加する
目標に対し、面積の
拡大に取り組むこと
で、100％以上の達成
率となっており、産
地の生産力の向上が
図られている。


